
愛知県地域保健医療計画（精神保健医療対策）の達成状況について（平成 25年 3月策定、計画期間：平成 25～29年度）           資料２ 

計画に記載された「今後の方策」 平成２９年度までの進捗状況 達成状況 

１ 予防・アクセス（及びうつ病） 

 ① Ｇ-Ｐネットについて、参加する医療機関を増やしていく。 

 

 

目標値 Ｇ-Ｐネット登録者数  精神科診療所 8か所 → 50か所 
                一般診療所  60か所 → 300か所 

 

 

 

 

２ 治療・回復・社会復帰 

 ① アウトリーチの充実やデイ・ケア施設の整備に努めていく。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 「１年未満の入院者の平均退院率 76％」の目標達成を目指す。 

 

目標値  1年未満の入院者の平均退院率 74.7％ →  76％ 

 

 

３ 精神科救急 

 ① 精神科救急医療体制について、当番病院の後方支援を行う後方支援基幹

病院を設け、より適切に対応できる体制を構築する。 

 

 

 ② 城山病院（現精神医療センター）の改築に併せて後方支援病床を増床す

る。 

 

 ③ 措置入院に係る指定医診察に対する、診療所に勤務する指定医の協力・

関与について検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

① 精神科医と一般かかりつけ医の連携を進めるため、愛知県精神科病院協会に委託

し、精神科医と一般かかりつけ医地域連携会議を開催。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ・アウトリーチの充実を図るため、アウトリーチ普及啓発講演会を、愛知県

精神障害者家族会連合会に委託して開催。 

（平成 29年度 開催回数 ４回）。 

 

  〇デイ・ケア施設の整備状況 

平成 28年度実績  杉田病院（名古屋市千種区） 

    定員 50名（27、28年度の 2か年整備） 

          精治寮病院（名古屋市昭和区）  

定員 50名（27、28年度の 2か年整備） 

           東春病院（春日井市） 

     定員 67名（28年度整備） 
 
 

②  

 

 

 

 

 

① 県内３ブロックの救急輪番制に対し、ブロックごとに後方支援基幹病院を置

く体制を平成 25年 7月に構築。 

  （平成 28年 4月～平成 29年 2月末現在  後方支援依頼件数： 12件） 

 

② 29年度の精神医療センター改築のフルオープンに伴い、後方支援病床を 

 3床→5床 へ拡大。 

 

③ ・措置診察に係る指定医の協力依頼先の拡充を図るため、平成 27年度に県内

の指定医を対象として、措置診察への協力に関するアンケート調査を実施。 

診察対応可能な時間帯や場所等を把握し、データを各保健所に配布。 

  ・平成 28 年度から、G-P ネットを活用した措置診察の依頼を、各保健所の端

末から実施可能な体制を構築。 

 

 

 

① 目標は達成できなかったが、一定の成果が図られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 目標を達成した。 

   アウトリーチの普及啓発講演会の開催や、デイ・ケア施設

の整備を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 目標を達成した。 

 

 

 

 

 

 
① 目標を達成した。 

   後方支援機関病院を置く体制を構築した。 

 

 

② 目標を達成した。 

   後方支援病床を増床した。 

 

③ 目標を達成した。 

   県内の指定医を対象として、措置診察可能な時間帯や場所

等を把握し、各保健所から措置診察の依頼ができる体制を構

築した。 

Ｇ-Ｐネット登録者数（30.3.31現在） 337か所 

   精神科診療所    43か所 

一般診療所   194か所 

その他（注）  100か所 

注）病院、保健所、介護サービス事業所 

 １年未満の入院者の平均退院率  平成 28年度（調査年度） 77.1％ 

 



愛知県地域保健医療計画（精神保健医療対策）の達成状況について（平成 25年 3月策定、計画期間：平成 25～29年度）            
 

計画に記載された「今後の方策」 平成２９年度までの進捗状況 達成状況 

４ 身体合併症 

① 精神・身体合併症に対応できる病床の整備に努めていく。 

 

 

 
 
 ② 救命救急センター等と精神科病院との連携により、精神・身体合併症患

者に対応できるシステムの構築に努める。 

 

 

 

 

 

５ 専門医療 

 ① 城山病院（現精神医療センター）に思春期病床を、心身障害者コロニー

に児童精神科病床を整備する。 

  

 

 

 

 
 
 

② 精神保健福祉センターにおけるアルコール依存症患者への対応につい

て検討していく。 

 

 

 

 

 

 

６ 認知症 

 ① 原則として２次医療圏に１か所の認知症疾患医療センターの整備を進

める。 

 

 

 

① ・藤田保健衛生大学病院（現 藤田医科大学病院）に 

精神・身体合併症病床 32床（平成 25年 6月～） 

・愛知医科大学病院に 精神・身体合併症病床 2床 (平成 26年度～) 

 

② ・平成 25年 9月から救急病院と精神科病院の連携モデル事業を開始。 

（平成 27年度 連携実績： 84件）    

・平成 28年度からは、救急病院と精神科病院の双方向の連携を進めるため 

「愛知県精神･身体合併症連携推進事業」を実施。 

（平成 29年度 事業参加病院数： 19病院、11ペア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 精神保健福祉センターで、認知行動療法を用いた依存症者の治療・回復プロ

グラムを実施（平成 27年度～）。 

平成 27年度  47回開催、実人数 22名（延べ 207名）参加 

平成 28年度  41回開催、実人数 25名（延べ 172名）参加 

平成 29年度  49回開催、実人数 25名（延べ 149名）参加 

 

 

 

①   

 

① 目標を達成した。 

   藤田保健衛生大学病院（現 藤田医科大学病院）及び愛知医

科大学病院に精神・身体合併症病床を整備した。 

 

② 計画策定時より改善した。 

   救急病院と精神科病院の連携を進めるため、モデル事業及び

「愛知県精神･身体合併症連携推進事業」を実施し、精神・身

体合併症患者に対応できるシステムの構築を進めた。 

 

 

 

① 計画策定時より改善した。 

平成 29年度末までに 36床となった。 

さらに、心身障害者コロニー再編後の医療療育総合センター

（H31.3.1 開設予定）に 25 床整備するため、30 年度末までに

計 61床となる予定である。 

 

 

 

 

② 目標を達成した。 

 

 

 

 

 

 

 

① 計画作成時より改善した。 

東三河北部医療圏域は未整備であるが、現在のところ東三河

南部医療圏域の病院が広域的に対応している。 

 

目標値  児童・思春期病床の整備 12床 → 59床 

                (東尾張病院) 

目標値 認知症疾患医療センター 7か所 →  11か所 

認知症疾患医療センター  12か所  

 

平成 30年 3月現在 36 床 

 

・東尾張病院     児童・思春期病床 14床 整備済み 

・県精神医療センター 思春期病床      22床 整備済み 

・心身障害者コロニー 児童精神科病床    0床（注） 

   注)ただし、H31.3に医療療育総合センターの開設により 25床整備予定) 

 

① 


